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こ
の
た
び
、
議
員
の
皆
さ
ま
方
の
ご

推
挙
に
よ
り
、
副
議
長
に
選
任
い
た
だ

き
、
そ
の
職
務
の
重
さ
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

市
民
の
命
を
守
り
経
済
を
守
る
た
め
、

誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
十
日

町
市
の
発
展
、
市
民
生
活
の
向
上
の
た

め
、
議
長
を
補
佐
し
、
努
力
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新しい十日町市議会がスタート

市議会副議長

宮沢幸子

　

こ
の
た
び
議
長
に
ご
推
挙
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
前
期

に
引
き
続
き
の
議
長
で
す
が
、
改
め
て

責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
議

会
改
革
を
通
し
、
議
員
の
議
会
活
動
の

可
視
化
を
含
め
、
こ
れ
か
ら
の
議
会
の

在
り
方
を
早
急
に
検
討
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
信
頼
の
で
き
る
、
期
待
さ
れ
る

議
会
を
目
指
し
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市議会議長

鈴木一郎

5月!4日に臨時議会を開催

新しい議会構成が
決まりました!!（４Ｐをご覧ください）

副
議
長
あ
い
さ
つ

議
長
あ
い
さ
つ
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員 と し て 取 り 組 む 課 題 と 抱 負議
　

ま
ず
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
や

テ
ィ
ッ
ク
ト
ッ
ク
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
等
で
学
生
や
市
民

へ
外
国
語
等
の
勉
強
法
や
就

職
、
進
学
の
支
援
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
興

味
の
あ
る
方
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ

ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

山
家
悠
平

（
木　
落
）

1
　

新
人
議
員
と
し
て
、
市
政

や
議
会
の
こ
と
を
じ
っ
く
り

学
び
、
多
く
の
人
の
も
と
に

足
を
運
び
ま
す
。
今
あ
る
地

域
資
源
、
人
も
自
然
も
よ
り

輝
け
る
環
境
づ
く
り
の
た
め

に
動
い
て
い
き
ま
す
。「
み

ん
な
で
や
ろ
っ
そ
！
」

嶋
村
真
友
子

（
黒　
倉
）

2

　

市
政
や
市
を
作
り
上
げ
て

い
く
の
は
行
政
や
市
議
会
で

は
な
く
市
民
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
声
を
し
っ

か
り
と
聴
き
、
行
政
へ
届
け
、

市
民
、
行
政
、
議
会
が
一
体

と
な
り
作
り
上
げ
て
い
く
十

日
町
市
を
目
指
し
ま
す
。

中
林
寛
暁

（
本
町
西
１
丁
目
）

3
　

市
民
の
声
を
市
政
に
届
け

ら
れ
る
よ
う
に
皆
さ
ん
の
さ

ま
ざ
ま
な
話
を
聴
く
こ
と
を

大
事
に
考
え
行
動
し
て
い
き

ま
す
。
市
民
と
行
政
を
つ
な

ぐ
架
け
橋
と
な
り
、
楽
し
め

る
十
日
町
を
目
指
し
市
民
目

線
で
考
え
努
力
い
た
し
ま
す
。

鈴
木
祐
一

（
昭
和
町
４
丁
目
）

4

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
、
将
来
に
夢
を
描
け
る
取

り
組
み
を
進
め
、
誰
に
と
っ

て
も
当
た
り
前
の
こ
と
を
大

切
に
す
る
地
域
社
会
を
つ
く

る
た
め
、
農
業
を
中
心
と
す

る
地
場
産
業
振
興
と
教
育
環

境
整
備
に
力
を
注
ぎ
た
い
。

滝
沢
貞
親

（
春
日
町
１
丁
目
）

5
　

私
自
身
が
40
数
年
ぶ
り
に

Ｕ
タ
ー
ン
し
、十
日
町
の
方
々

や
自
然
の
営
み
に
触
れ
て
、

そ
の
輝
き
に
新
た
な
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。
今
度
は
日
本

中
の
人
々
に
輝
き
を
伝
え
る

番
。
一
生
の
縁
を
つ
く
る
努

力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

関
口
立
之

（
南
新
田
町
２
丁
目
）

6

　

市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
、

市
民
に
優
し
い
市
政
を
目
指

し
ま
す
。「
福
祉
・
暮
ら
し

最
優
先
」
で
医
療
・
介
護
の

充
実
、
国
保
税
の
軽
減
、
豪

雪
対
策
、
子
育
て
支
援
、
分

か
る
喜
び
の
あ
る
教
育
環
境

の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

富
井
春
美

（
新
座
第
４
の
１
）

7
　

円
滑
な
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
、
飲
食
業
と
感
染
予
防

の
両
立
を
図
る
認
証
制
度

「
山
梨
モ
デ
ル
」
な
ど
を
参

考
に
十
日
町
市
な
ら
で
は
の

取
り
組
み
を
訴
え
る
。
将
来
、

未
知
の
感
染
症
に
も
対
応
で

き
る
地
域
社
会
を
目
指
す
。

星
名
大
輔

（
伊　
友
）

8

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
経
済

支
援
に
全
力
で
取
り
組
み
、

子
育
て
支
援
と
雇
用
環
境
の

充
実
、
災
害
に
備
え
た
道
路

整
備
、
高
齢
者
の
生
活
支
援

を
行
い
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

根
津
年
夫

（
千
代
田
町
）

9
　

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支
援
を

原
動
力
と
し
て
、
ま
た
、
初

心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
市

民
の
幸
せ
の
た
め
に
、
粉
骨

砕
身
働
い
て
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
ご
支
援
・
ご
指

導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

富
井
高
志

（
馬
場
第
１
）

10

　

市
民
の
安
全
安
心
な
暮
ら

し
を
守
る
た
め
、
皆
さ
ま
の

心
に
寄
り
添
い
な
が
ら
活
動

し
ま
す
。
人
口
減
少
問
題
、

基
幹
産
業
の
農
業
と
産
業
の

活
性
化
、
議
員
定
数
削
減
を

含
め
た
議
会
改
革
を
、
４
年

を
か
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

水
落
静
子

（
願　
入
）

11
　

市
民
の
生
活
第
一
、
苦
難

軽
減
へ
、
こ
の
道
し
か
な
い
。

ま
ず
は
コ
ロ
ナ
対
策
。
感
染

対
策
は
防
疫
の
た
め
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
、
２
つ
目
は
自
粛
を

求
め
る
十
分
な
保
障
、
３
つ

目
は
医
療
機
関
へ
の
助
成
を

す
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

滝
沢
　
繁

（
兎　
口
）

12
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子
ど
も
た
ち
を
よ
り
大
き

く
育
て
て
い
く
た
め
、
子
育

て
支
援
を
進
め
ま
す
。
高
齢

者
、
障
が
い
者
の
方
た
ち
の

た
め
、
今
ま
で
以
上
に
取
り

組
み
ま
す
。
地
域
要
望
の
強

い
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
ま

す
。

山
口
康
司

（
仁　
田
）

13
　

三
期
目
も
市
民
の
皆
さ
ん

と
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
と
な

り
全
力
で
皆
さ
ん
の
声
を
届

け
る
こ
と
に
邁
進
し
ま
す
。

十
日
町
市
で
暮
ら
す
人
が
こ

こ
で
生
活
し
て
幸
せ
と
思
え

る
こ
と
を
第
一
に
!!
市
民
の

命
と
生
活
を
守
り
ま
す
。

大
嶋
由
紀
子

（
四
日
町
中
原
）

14

　

人
口
減
少
に
よ
り
、
市
民

負
担
の
考
え
方
や
行
財
政
の

見
直
し
は
必
要
で
す
。
近
隣

市
町
と
広
域
連
携
も
考
え
、

主
要
道
路
整
備
の
早
期
開
通

と
市
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

福
崎
哲
也

（
伊
達
第
４
）

15
　

み
ん
な
が
安
心
し
て
住
み

続
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

子
育
て
世
代
や
高
齢
者
の
皆

さ
ん
な
ど
の
市
民
目
線
に
立

ち
、
不
安
を
抱
え
て
い
る
人

に
寄
り
添
う
。
困
っ
て
い
る

人
の
声
を
聴
く
。
現
場
第
一

主
義
で
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

村
山
達
也

（
松　
代
）

16

　

住
民
や
団
体
か
ら
の
思
い

や
願
い
を
伺
い
、
市
内
外
の

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
よ

り
良
い
環
境
を
作
り
出
し
ま

す
。
特
に
喫
緊
の
コ
ロ
ナ
感

染
対
策
を
推
し
進
め
、
産
業
、

福
祉
、
防
災
、
交
通
、
教
育

の
充
実
へ
向
か
い
ま
す
。

高
橋
俊
一

（
千
手
上
町
）

17
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の

救
済
、
国
道
歩
道
事
業
の
推
進
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
ま
ち
づ
く
り

に
努
力
し
ま
す
。
地
域
活
動
、

地
域
づ
く
り
事
業
は
親
子
祖
父

母
の
三
世
代
協
働
で
実
行
す
る

こ
と
が
「
ふ
る
さ
と
教
育
」
と

主
張
し
ま
す
。

吉
村
重
敏

（
中
条
峠
）

18

　

我
々
に
期
さ
れ
た
こ
と
は
、

市
民
の
た
め
に
な
る
よ
う
選
択

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
こ
と
を
強
く
感
じ
る
大
事
な

選
挙
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

市
民
本
位
の
十
日
町
市
に
全
力

で
挑
戦
し
、
ガ
ン
バ
リ
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

遠
田
延
雄

（
川
治
内
後
第
２
）

19
　

十
日
町
市
の
主
要
産
業
が

思
い
当
た
り
ま
せ
ん
。
織
物

産
業
に
支
え
ら
れ
た
の
は
、

は
る
か
昔
の
こ
と
で
す
。
広

域
合
併
以
来
の
課
題
で
あ
る

農
業
基
盤
の
ま
ち
づ
く
り
に

改
め
て
立
ち
向
か
う
覚
悟
で

お
り
ま
す
。

小
嶋
武
夫

（
新
町
新
田
）

20

　

コ
ロ
ナ
感
染
の
心
配
が
な

く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
ま

ち
」
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成

長
す
る
こ
と
を
願
い
、
地
域

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
学
校
を

守
り
、
中
山
間
地
域
の
農
業

振
興
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

鈴
木
和
雄

（
倉　
俣
）

21
　

最
優
先
は
コ
ロ
ナ
対
策
で

す
。
い
の
ち
輝
く
地
域
を
目

指
し
て
暮
ら
し
、
子
育
て
、

高
齢
社
会
を
支
え
、
赤
ち
ゃ

ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
元
気

と
希
望
を
持
て
る
地
域
づ
く

り
を
現
場
第
一
主
義
に
徹
し

て
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

宮
沢
幸
子

（
大
黒
沢
第
１
）

22

　

子
ど
も
た
ち
や
お
年
寄
り
、

弱
者
な
ど
と
共
生
す
る
ま
ち
づ

く
り
。
地
域
資
源
や
伝
統
・
文

化
に
配
慮
し
た
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
。
大
胆
な
議
会
改
革
、

定
数
削
減
を
目
指
し
ま
す
。
現

職
議
員
で
前
期
、
削
減
に
賛
成

は
私
一
人
で
し
た
。

小
林
正
夫

（
木　
島
）

23
　

十
日
町
市
に
安
心
し
て
暮

ら
し
て
も
ら
う
に
は
、
経
済

的
に
安
定
す
る
こ
と
が
第
一

と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
農

業
、
商
業
の
発
展
が
か
か
せ

な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
大

変
難
し
い
問
題
。
学
校
統
合

も
正
面
か
ら
考
え
た
い
。

鈴
木
一
郎

（
白
羽
毛
）

24
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決
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嶋
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郎新・議会だより編集委員

【所管事項】
　企画政策課、総務課、財政課、
防災安全課、税務課、会計課、教
育総務課、学校教育課、生涯学習
課、文化財課、スポーツ振興課、
文化観光推進室、議会事務局、選
挙管理委員会及び監査委員所管に
関する事項。その他、他の常任委
員会の所管に属さない事項

【所管事項】
　産業政策課、農林課、観光
交流課、建設課、都市計画課、
エネルギー政策課、環境衛生
課、上下水道局及び農業委員
会所管に関する事項

【所管事項】
　福祉課（福祉事務所）、市民
生活課、子育て支援課、発達
支援センター、健康づくり推
進課、新型コロナウイルス接
種対策室及び地域ケア推進課
所管に関する事項

※厚生常任委員会の定数は８人ですが、議長は常任委員会の委員を
辞退する申し合わせになっているため、７人となっています。

あ
と
が
き

　

４
月
25
日
に
市
長
お
よ
び
市
議

会
議
員
選
挙
が
執
行
さ
れ
、
５
月

14
日
の
臨
時
議
会
で
市
議
会
も
そ

れ
ぞ
れ
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
は
、
３

常
任
委
員
会
か
ら
２
人
ず
つ
の
選

出
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
た

び
は
初
当
選
議
員
５
人
と
２
期
目

の
私
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、
市
長
か
ら
提

出
さ
れ
た
議
案
の
議
決
結
果
を
は

じ
め
、
議
会
活
動
や
一
般
質
問
な

ど
を
お
知
ら
せ
す
る
広
報
紙
と
し

て
の
厳
粛
な
使
命
と
、
市
民
の
皆

さ
ま
が
議
会
を
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
「
た
よ
り
」
と
し
て
の
役
割
が

あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
親
し
ま
れ

る
議
会
だ
よ
り
編
集
に
な
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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